
平成 15年 12月 14日 第1369号 発行 :湯沢町役場総務課

で■

てよ

上
協
ふ
一
一
一
れ
）
４
常
（
一
ｔ
」
れ
一

，一一ｈ一”立∴（一一一・

・゙４４
点
４

れ一舟
！“為

イ一一∴〔・， ４「

オ
■
浄
持
±
４
，

|■ャil゛ ifレii工■|■rt,itil
サ争奪3ギ■ す予 rホ ザ■ィ子でユ
ドウif,す →

=゛
■■,iぶ五本式↓14411す f与

'午

イふ ギそ をサ くf■・ =t イ子 ■|■

，オ 守丁欅ヤ r
″チ

士
iヤ
=,イ
■→

子Ⅲ イ↓

■;::

■指■孝撫常:わたじ
て
たちめねがし常■

| ′

■身14舞与iす▲
,1.オホ iテキ

常事,4
,:1寺争
4
i■ト
子l>

サ`ト

ノ′手

埃誌ゴ扶だち義瀧ざあれゴぅと
モ寿らあ〔本凌帯あ五れ祐長ぢ子″予i“

二`
X:

|チこやあヽ基オカ赤ときるよ歩t持 :持砕
iきゎやかみ華れ寺拭ふ畿ちをi煮髪|
:みんなて力どあらここ子帝を1孝 i:争 f争
二■力|て■る鉾4Ⅲ■舞常狩常
!井化?育り1)ヽま々甘つ(,ユしよ,争 持

エ`ポl手
t■ 4■

|lfl
子■ II与

r■ 十1

■■  I■ れ
↓

湯
沢
町
町
民
憲
章

ン

ー

ー

与I骨li!||!tii

`|ギ

ユ

む

リ

暮
ｉ

訂
―

守 f

琴

―

「一

J

挙持手`ゝ

_  ミ

::=F鐸
推T下
||

l  ^
R

fi券

堀爾た働とてぅ総決抱未冬 ヽ

■
月
２０
日

（木
）
、
湯
沢
町
公

民
館
に
お
い
て

「湯
沢
高
校
の

明
日
に
向
け
て
総
決
起
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
や

こ
の
大
会
に
は
、
町
民
な
ど

１
２
０
人
が
出
席
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

（２
～
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
基
づ
い
て
、

存
続
だ
け
で
は
な
く
、
魅
力
あ

る
高
校
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

湯高の明日を考えるアンケート調査結果 Ⅲ 2～ 4
上下水道料金冬期概算のお知らせ 。こ夢◆む5

職員の給与等の状況をお知らせします ,多 6～ 7
湯沢町障害者連絡協議会設立される・ ,多 ●8

新潟県の雪情報をリニューアル・ 。と喩◆09
地球にやさしいドライプマナー ゆⅢ"い 載,10

お知らせ 舟0,■ 年●,Ⅲ Ⅲ Oい キ■oい H～ 12
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1-1.湯沢高校が募集停止になる事をご存知ですか ?該当項目にOをつけてください。
はい  なにで知りましたか  ア.新聞    418人   40.31%

イ.学校の案内  78人    7.527ο
ウ。人から    462人   44.55%
工。その他    79人    7.62%

いいえ 関心はありますか   はい  。    33人    3.18%
いいえ      14人    1.35%

ギ

1-2.地域から高校教育の場が一つ失われることに
危機感はありますか?どちらかOで囲んでください:

はとヽ   859人   82.84%
いいえ  152人    14.66%

1-3,あなたは中 。高校生のとき学校生活に満足していましたか ?   ・

(現在の中 。高生の場合、清足していますか)どちらかOで囲んでください。
とまい              .526人    50。72%          '
いいえ ア.規則       138人   ｀13,31%      

′

イ.授業      164人   15。 817ο   ´、 ―
ウ。部活      79人    7.627っ    ・ヽ .   ′

■与先生  '     169人   16.30%  ′   
‐

オ.友人関係     93人    8.977, t・・
力。その他      54人    5。 217っ

2.高校進学の目的は何ですか ?下から選びOを付けてください。 (複数回答可)
ア.進学のため     585人   56.41%
イ.就職のため     564人   説ね9%         ' I
ウ.資格を取るため  2́44人   23.537っ   、、    す     :
工.部活動       175状   16.887ο   声         1
オ。その他       127人   12.25%

3.高校を選ぶ時大切と思う事は何ですか ?下から3つ選び記号にOをつけてください。
ア.校風・伝統                   365人    35.20%       ′
イ.高校卒業後の進路目標が達成できるかどうか  725人   69。 917ο
ウ。授業料                   99人    9.55%
工.通学費用                 、168人   16.20%
オ.中学時に自分の成績で合格できるかどうか  522人   50.34%
力。男女共学か男女別学かどうか        

｀
49人   4.73%

キ.仲の良い友人が行くから           74人    7.14%
ク.通学方法の場合       1.電 車通学  56人   5,40%

2.バ不通学  36人   3,47%
'       3.近 いから  185人   17.84%  ｀

4。 その他   73人    7.04%
ケ。部活動                  179人   17.26%
コ.制服                      36人    3.47%
サ.学科                 252人   24,30%
シ。その他                   31人    2。99%

と

ノヽ 地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

広報ゆさわ Hl&1214  (2)



4.高校生活では、どのような能力、資質を伸ばしてほしいですか ?
(重要と思われるもの、3つ選び記号にOを付けてください。)
ア.学力        630人   60,75%
イ.協調性 。道徳心   674人   65.00%
ウ.社会性       505人   48.70%
工.創造力       201人   19.387ο
オ.判断力       343人   33.089″ο  。
力。独立心 。自立心   458人   44.177ο
キ.リ ーダーシップ   33人  ギ 3.18%
ク.企画力       38人    3.667ο
ケ.問題解決力     125人   12.05%
コ。その他       21人    2.03%

5.どのような科があったらよいですか ?(複数回答可)
ア.福祉・ボランティア等の学習ができる科   384人
イ.情報 。国際等の学習ができる科      361人
ウ.在学中に資格が取得できる科       591人
工.学びたい科目を選択できる総合学科    576人
オ.これまでにある科でよい         80人
力.地域実情に合った学科     

・    2e4人
キ。その他

‐
                 42人

37.03%

34.817ο

56,99%

55.547ο

7,71%

27.397ο

4.05%

(め
〉

6.開かれた学校にするにはどうしたらよいですか?(重要と思われるもつ、βつ選び記号にOをつけてください。)
ア.地域の方々の意見を参考にできる制度として、学校評議員をもっと広く募集する

イ.学校内部の自己点検・ 自己評価を行い、地域に広報する.:・・

ウ.よ り良い授業に、なるように、生徒による授業評価を取り入れる
工.地域の方々に学校を自由に見学できるようにする
オ.学校施設を開放し、地域の人たちも利用できるようにする
力。社会人の方々が授業を聞くことができるシス万ム (授業聴講制度)を導入する

キ.高校間の単位互換制度を取り入れる
ク.中学 。大学 。専門学校などの教育機関との人材交流をする     ' I
ケ.ホームページでもっと積極的に学校情報を地域や保護者に発信する     |
コ.交換留学ができるようにする  (        「     .   .
サ。地域の文化 。伝統行事や活動の機会を学校の教育として参加する

シ.その他

259人

221人

366人

120ヽ)(

217人

199人

157人

495人

140人

239人

384人

70人

24.98%

21.31%

35.29%

11.579ケ `

20。93%
19.19%

15.147ο

39.05%

13.50%

23.057ο

37.03%

6.75% (、
)

7、 湯沢高校に関して、ご意見、ご要望がありましたらお書きください。 (主なもの)

学力の向上を望む               教師の質の向上を望む         ′

存続して欲しい               海外にホームステイができるようにして欲しい

廃校になってもやむを得ない         地元に根を下ろして活性化できる人間を作ってもらいたい
マナーが悪い (道路を広がって歩くなど)    ボランティア等に生徒を参加させてみてはどうか
中高一貫校にしてみてはどうか        魅力のある学校にして欲しい

生徒の服装が乱れている           地域に根づいた学校行事があるといい

学校が汚い                  2009年 の国体に湯沢高校の生徒を参加させてあげたい

福祉科を設ける                今の場所が悪い

進路が考えられるような指導をして欲しい   生徒は行動に注意してもらいたい
地域の人との交流が必要  .         協調性のある人材作り      、
専門知識を学べる学校にして欲しい      幅広い社会性のある高校にして欲しい
いろいろな資格を取得できるようにして欲しい  開かれた学校にして欲しい
観光、スキー等特色ある学科を設ける      閉鎖的で驚いた             ・

湯沢高校の卒業生はしっかりした人はいない  あいさつをしてくれるようになった
地域全体で取り組む問題           部活動の活性化              ~

(3)

「湯
沢
高
校
の
明
日
を
考
え
る

会
」
で
は
、
１１
月
２
日
の
新
聞
折

込
で
、
地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
表
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■
月
１４
日
現
在
で
、
１
，
０
３

７
人
の
方
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
も
と
に
、
県
へ
陳
情
に

行
く
際
の
具
体
案
づ
く
り
等
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。



8、 魅力創リアイデ ィアがありましたらお書きください。

国際人を作ろう  `
付属高校化

本気 !やる気 !活気のある学校
ゼロから創り出させる人間を育てる

卒業時は外国語が話せます

湯沢高校へ入ってよかった

地域にとけこんだ学校生活

学びながら資格取得

自由な学校、自然とともに学べる f

資格取得を重点的に

開かれた湯沢高校、地元に根づいた高校

制服を思い切づて変えてみよう

スキー選手育成と観光関係の専門高校

夢 。瑞・気 (ゆめ 。みず・ き)

若者の湯沢町 世界にはばたけ湯沢高校
湯沢中学・高校との中高一貫教育

進んで学べる湯沢の校風

生活を送る学校

湯沢総合高校 (普通科の廃止)

豊富な選択科日、社会に生きる知識を身につけて

県内一づ個性派高校   ・

未来ヘチャレンジ

(主なもの)

母校を誇れる個性づくり

スキーの学校として全国にとどろかせろ

地域にあった学校、スキー、観光

就職率 100%、 進学合格率 100%
個性を伸ばそう

地域未来の育成

私服制又は制服を変える

きらりとひかる小さな学舎

アットホームな学校

未来はあなた自身で

小さな高校で自分探し

大志と希望をいだいてレッツゴー

自分に合った科目

楽しく高校 3年間過ごせるユニークな学校
グローバル化する社会に対応できる人間形成

社会人参加型 高等学校作り
交換留学しよう

資格や学歴じゃあないんだなあ実なんだなあ

世代を超えた交流会を

一町一校地産の将来性         ″
あなたが必要です

レ

9.居住地区
ア.三国
イ。三俣

ウ.神立
工`土樽
オ.湯沢
力。その他

回答なし

60人

57人

182人

322人

308人

84人

24人

1037人

5,79%

5.50%

17.55%

31.05%

29.70%

8,10%

2,31%

100.007ο

24人

41人
_7人

t 72人
124人

260人

227人

135人

111人

23人

13人

1037人

2.31%

3.95%

0.687ο

6.94%

11.967っ

2S.077っ

. 21.89%

13.02%

10,707ο

2.227ο

l.25%

100.00%

10.年齢層
ア.中学生

イ.高校生

ウ。10歳代 (中・高生以外)

,
上

代

代

代

代

代

代

以

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

。２０
。３０劃
『
畑
削
劇
雛

エ

オ

カ

圭

タ

ケ

コ

回 し

11.性別

ア.男

イ.女

回答なし

468人

507人

62人

1037人

45,13%

48.89%

5,98%

100,00%

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

建第 17号 豹尾沢 1号線消雪施設 (取水工)工事 3, 307, 500 いつどい総業

管受第 18号 土樽保育園駐車場消雪設備改修工事 3, 570, 000 アルペン設備棚

建第 18号 町 173号消雪施設 (取水工)工事 4, 620, 000 俯山井建設

1月の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

広報ゆざわ H15。 12.14  (4)



冬
期
概
算

議
撃
攀
盤
欝
饉

冬
期
間
は
、
一
部
を
除
き
積
雪

の
た
め
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し

ま
せ
ん
。
冬
期
間
に
検
針
し
な
い

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
下
水
道
料
金

は
、
過
去
の
水
量
を
も
と
に
概
算

で
請
求
し
ま
す
。

①
概
算
に
よ
る
請
求
は
、
―
月
か

ら
５
月
請
求
分
ま
で
で
６
月
請

求
分
で
こ
れ
を
精
算
し
ま
す
。

②
概
算
請
求
額
は
原
則
と
し
て
、

過
去
３
年
間
の
平
均
の
水
量
で

計
算
し
ま
す
。

③

こ
の
期
間
は
検
針
員

に
よ
る

「水
量
の
お
知
ら
せ
」
が
お
届
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
口
座
振
替

済
通
知
書

（領
快
書
）
を
別
途
は

が
き
に
て
お
送
り
し
ま
す
。

後
Ｆ
、
こ
の
概
算
請
求
額
の
お

知
ら
せ
を
は
が
き
で
お
送
り
し

ま
す
の
で
ご
確
素
く
だ
さ
い
。

な
お
、
概
算
に
よ
る
請
求
は
、
うヽ

れ
ま
で
の
使
用
し
た
実
績
に
よ

っ

て
行

い
ま
す
の
で
、
実
際
に
使
用

す
る
水
量
と
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
連
絡
く

だ
大
ヽ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

【
痢列
】
　
　
　
′′

○
昨
年
ま
で
の
冬
に
比
べ
て
、
家

族
が
増
え
た
。
ま
た
、
少
な
く

な

っ
た
。

○

「今
年
に
な

っ
て
民
宿
を
廃
業

し
た
」
「店
舗
を
大
き
く
し
た
」

な
ど
事
業
形
態
が
変
わ
っ
た
。

○
融
雪
用
に
水
道
水
を
使
う
こ
と

を
上
め
た
な
ど
、
水
道
の
設
備

が
昨
年
ま
で
の
冬
と
変
わ

っ
た
。

ａ
ｎ
ｖ

０
漏
水
の
確
認
を

冬
期
間
、
水
道
メ
上
ダ
ー
を
検

針
し
な
い
と
春
ま
で
鴻
水
が
発
見

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

，

こ
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
素
を

お
勧
め
し
ま
す
。
家
の
水
道
の
蛇

ロ
セ
全
部
閉

め
て
か
ら
、
Ｌ今
蓮

メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ド

ロ
ゥ

ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
少
し

´
で
も
口
，
て
い
れ
ば
漏
水
の
可
能

性
が
あ
鳴
と
す
。

０
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中
は

き
れ
い
に
　
　
　
　
一
■
　
・‐

工
し

い
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
、

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中
は
泥
な

ど

が
溜

ま
ら

な

い
よ
う
、
ま

た

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な

い
よ
う
に
お
願

い
し
ま

す
。

′

【聞

い
合
わ
せ
】

水
道
課
業
務
係

砒
７
，８
４
●
４
８
５
３

お
知
ら
せ

弗
こ

Ⅲ

()

二
懸
鑽
解
が

や
り
申
す
く
な
り
敢
す

農
地
法
第
３
条
申
請
を
す
る
際
、
許
可
基
準
の

一
つ
に
経
営
下

限
面
積
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
営
下
限
面
積
と
は
農

地
の
売
買
、
貸
借
等
の
申
請
を
行
う
時
に
譲
受
人
が

一
定
規
模
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
な
け
れ
ば
取
得
で
き
な
い
こ
と
を
言
い

ま
す
。
＞
」
の
経
営
下
限
面
積
が
、
＞
」
の
度
次
の
と
お
り
改
定
と
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
改
定
の
予
定
時
期
は
平
成
１５
年
１２
月
下
旬
、
新
鴻
県
報
公

示

（同
日
施
行
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地区名 現行面積 改定後面積

湯沢地区 30a 20a

神立地区 50a 30a、

土樽地区 50a 40a｀

三国地区

三俣地区
20a 20a

【問
い
合
わ
せ
】

農
業
委
員
会
事
務
局

（産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
内
）

阻
７
８
４

●
４
８
５
０

(5)



住民基本台帳人□

(H15.3.31)
歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B)

人件費率

(B/A)
平成 13年度

人件費率

8, 968人 7, 609, 229千 円 348,507千 円 1,229,609千 円 16.2% 17.3%

1.平成 14年度人件費 (普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

2.平成 15年度給与費 (普通会計ラ算)

(注)当初予算に計上された額です。職員手当には、退職手当力ヾ含まれていません。

3職員の平均給料月額及び平均年齢

4.職員の経験年数別・学歴別平均イG料月額の状況

5,一般行政職の初任給

6.期末手当、勤勉手当、退職手当

平成 15年 4月 1日現在

凸

職員数 (A)
給与費 一人当たり給与費

(B/A)給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 (B)

146人 566,460千 円 82,137千円 238,639千 円 887, 236千 円 6,077千円

区分 湯沢町 国 新潟県

一般行政職
平均給料月客頁 330, 000円 327, 623円 359, 981 円

平均年齢 43.4歳 40.5歳 42.8歳

技能力務職
平均給料月額 271,400円 286, 340円 336, 142円

平均年齢 44.1歳 48.9歳
′
45.5歳

経験年数 5～ 15年未満 15～ 25年未満 25年以上

一般行政職
大学卒 237, 000円 323,800円 417, 400円

高校卒 227,300円 321, 500円 389, 300円

区分 湯沢町 国 新潟県

大学卒
初任給 171,500円 171,500円 178:400円

採用 2年経過日給料月額 185,600円 185, 600円 191, 600円

高校卒
初任給 139, 500円 139, 500円 144, 000円

採用 2年経過日給料月額 149, 200円 149,200円 155,000円

区分 湯沢町 国

期末手当

勤勉手当

(平成 14年度支給割合)

国と同じ

(平成 14年度支給割合)

期末手当 勤勉手当
6月期  1.45月 分 0.60月 分
12月期  1.55月 分 0.55月分

計  3.50月 分 1.15月 分
職務上の段階・職務の級等による加算措置 有

退職手当

(支給率 )

勤続 20年ヽ

勤続 25年

勤続 35年

最高限度額

(自 己者B合 )

国と同じ
〃

″

〃

(勧奨・定年)

国と同じ
〃

〃

′′

(支給率)

勤続 20年

勤続 25年

勤続 35年

最高限度額

(自己都合)

21.00月 分
33.75月 分
47.50月 分

60.00月分

(勧奨・定年)

28.875月 分
44.55月 分

62.70月 分

62.70月 分

その他の加算措置

退職時特別昇給

平均支給額

国と同じ

2号棒
24, 067千 円

その他の加算措置

退職時特別昇給

平均支給額

早期退職者特例措置 (2～ 20%)
1号棒

広報ゆざわ H15。 12.14  (6)



区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 2,7%
支イ6対象職員 1人 当たり平均支給年額 36, 700円

手 当 種 類 6種類

代 表 的 な 手 当 の 名 称 徴収、差し押え、用地交渉手当

7,特殊勤務手当の状況

8.時間外勤務手当の状況

9。 特別職等給料・報酬

11.定員・部門別職員数

ギ

10.一般行政職の級別職員数

(注)給与条例に基づく給料表の区分による職員数です。

恥
歩

12.定員適正化計画

田で喧 平ヾ成 13年度より、新た

な定員適正化計画 (計画期間は

平成 13年 17年 度。5年 間で

13%、 28人の減員を図ることを

目的とする。)を策定し、取り組

んでいます。平成 14年度終了

時点で 32人の減です。

( )

平成 14年度
支給総額 28,797千円

職員 1人当たり支イ6年額 154千円

平成 13年度
支給総額 41, 973千 円

職員 1人当たり支*合年額 216千円

級
標準的な

事務内容

職員数

(人)

構成比

(%)

前年の

構成比

(%)

1 主事補 2 2.1 3.0

2 主事 11 11.3 8.1

3 主事 母 8.2 9.1

4
主事

主任
18 18.6 21.2

5
主任

係長
31 32. 0 28, 3

6
課長補佐

副参夢
13 13.4 ″14.2

7
課長

参事
11 1 1 3 12.1

8
課長

参事
3 3.1 4.0

干・・ 計 97 100. 0 100. 0

給料 期末手当

町長 759, 000円
平成 14年度

支給割合

6月期 1.45月
12月 期 1.55月

計  3.50月

助役 614, 000円

収入役 582, 000円

教育長 も22,000円

報酬

議長 289, 000円

副議長 244, 000周

議員 213, 000円

区分 職員数 (前年比増減)
ど、 増減理由

部門  , 13年 14年 15年

一般

行政

議会 2 2 2

業務集約|ミよる施設管
理係減 r    i

介護支援業務増

業務集約による管理係

減   ∫

総務 29 29 28(△ 1)

税務 16(△ 1) 16 16

民生 50(△ 1) 48 (△ 2) 49 (  1)

衛生 8(△ 1) 8 8

労働 0 0 0

農林

水産
8 8 8

商工 5 5 5

土木 13 12(△ 1) 11(△ 1)

小計 131(△ 3) 128 (△ 3) 127(△ 1)

特別

行政
教育 20 (△ 2) 20 20

普通会計 計 151(△ 5) 148 (△ 3) 147(△ 1)

公営

企業等

病院 19(△ 2) 18,(△ 1) 1(△ 17) 診療所廃止による減
業務集約による減水道 8 7(△ 1) 6(△ 1)

下水達 7 7 7

その健 25(1) 23(△ 2) 23

小計 59(△ 1) 55 (△ 4) 37(△ 18)

合計 210(△ 6) 203(△ 7) 184(△ 19)

(7)
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最
近
、
全
国
的
に
第

３
者

に
よ

り
、
本
人
の
知
ら
な

い
間

に
始
姻

等

の
届
出
が
さ
れ
る
と
い
っ
た
虚

偽
の
戸
籍
届
出
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
よ
り
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
ご
家
族
に

大
き
な
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
ば

か
り
か
、
一戸
籍

に
対
す
る
信
頼
性

を
損
な
い
か
ね
な

い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
虚
偽

の
戸

籍
届
出
の
発
生
を
抑
え
、
一′
籍

に

対
す
る
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、

次
の
戸
籍
の
届
書
を
提
出
さ
れ
る

方

に
対
し
て
、
身
分
証
明
書
等

の

提
示
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

も
し
、
身
分
証
明
書
等
が
な
っ

か
た
ら

・
・
・　
　
　
　
　
　
Ｔ

届
出
は
で
き
ま
す
。
身
分
証
明

書
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
郵
送
。

時
間
外

。
休
日
の
届
出
又
は
役
場

に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
日
、

郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
聞

い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

３

Ⅱゆ

・瘍

沢
町
障
害
者
違
鰺
協
議
会

設
立
さ
れ
る

こ
の
会
は
１１
月
１７
日

（月
）
に
、
会
員
相
互
の
連
携
、
団
結
、
親
陸
を

図
り
、
障
害
者
福
祉
の
増
進
及
び
発
展
、
自
立
し
た
社
会
参
加
、
福
祉

の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

●
事
業
内
容

①
福
祉
向
上
に
関
す
る
こ
と

②
会
員
の
自
立
、
社
会
参
加
促
進
に
関
す
る
こ
と

③
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
の
事
業

●
構
成
団
体
　
　
　
　
　
　
　
・

湯
沢
町
身
体
障
害
者
協
会

湯
沢
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

※
他
団
体
の
加
入
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
団
体
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
√

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
障
害
者
連
絡
協
議
会

会
長
　
大
津
　
孝

↓．

阻
７
８
４

・
２
８
４
６
．

一一
．．．

一一

　

一
一．

あリパと,

ワ

・運転免許証        r
・パスポート

・写真の添付された官公署発行の身分証明書

(有効期限内)

対象となる戸籍届1歯書

婚姻届

協議離婚届

養子縁組届

養子離縁届

「湯沢町身体障害者協会」と「湯沢町手をつなぐ親の会」では、新規会員を募集しています。障害者手帳

をお持ちの方はぜひ入会をお願いします。また、併せて賛助会員の方も募集しています。福祉向上のた

めに多くの会員の力が必要です。ご協力をお願いします。

一緒の目的を持
つて進みましよ

う 1
会員会費 :年間 1,000円

賛助会員 :個人 1,000円  法人 3,000円

広報ゆざわ H15。 12.14  (8)



″冬
期
限
定
″　
　
　
　
　
　
　
　
″

「新
潟
県
の
雪
情
報
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

毎
年
多
く
の
県
民
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
降
雪
予
測
情
報

の
雪
情
報
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
提
供
し
ま
す
。

《主
な
変
更
点
）

○
新
た
に
携
帯
電
話
を
利
用
し

た
情
報
発
信
を
開
始
し
ま
す
。

Ｏ
防
災
、
道
路
、
観
光
等
の
各
種

情
報
も
「新
潟
県
の
雪
情
報
」

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。・

【実
施
期
間
】

平
成
１６
年
３
月
３‐
日
ま
で

【主
な
情
報
内
容
】

①
県
内
３７
地
点
の
降
雪
量
予
測

・
気
象
情
報

（日
２
回
更
新
）

②
気
象
庁
発
表
の
注
意
報

・
警
報

③
各
種
情
報
サ
イ
ト
と
の
リ
ン
ク
（防
災
、
道
路
、
ス
キ
ー
、
観
光
、
雪

に
関
す
る
情
報
等
）
　

ｆ

【利
用
方
法
】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ゴ
汁
汁
０
中＼
＼
〓
〓
〓
・
０
「
ｏ
「
，
３
一
一ｍ
Ｄ
計
ｏ
。
」
０
＼
＜
Ｅ
声
一＼

②
携
帯
電
話

す
汁
付
ｏ

＼̈
＼
〓
玉
〓
・
０
「
０
「
・
コ
一
一破
耐
什
ω
・
」
０
＼
＜
室
声
一＼
一ハ

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

０

２

５

●

２

８

１

●

９

１

９

１

【問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
総
合
政
策
部
地
域
政
策
課
雪
対
策
室

阻
０
２
５

●
２
８
０

・
５
０
９
６

0 ●

0
0

0

0
う

。０

」。 ０

　

。

０
　
　
０
　
・

ト

鰺
睦
睦
鍮

拳
寺
警
◆

霧等鍮
繊鰺警
警等嬢
紗鰺嬢

嬢 筆

警繊
●攀

鰺 嬢

等鬱
鰺藝

∽
韓鐵
鍮
籟
藝
藪
穂
盛
藝
醜

希
鍮
拳
攀
矮
募
鬱
鱒
鰺
鬱
攀
礫
錢
等
機
鰺
機
籐
攀
矮
鰺
等
眸
醸
鰺
鰺

攀
繊
拳
嬢
鬱
鰺
幹
罐
鬱

繊
饒
鬱
籐
鶴
攀
攀
簸
攀
攀
鰺
鰺
嬢
鶴

多

番

紗

多

多

紗

移

舞

霧

紗

紗

矮

多

鋒

財
団
法
人
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
′
構
並
び
に
高
速
道
路

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
促
進
協
議
会
・
高
速
道
路
保
全
技
術

開
発
協
議
会
は
、
障
害
者
の
方
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ご
利
用
の
促

進
を
目
的
と
し
て
、
先
着
１５
万
人
の
方
を
対
象
に
、
車

載
器
購
入
代
金
の

一
部
と
し
て
■
人
当
た
り
１
０
，
０

０
０
円
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
，の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

《
助
成
対
象
者
》

障
害
者
割
引
制
度
の
適
用
を
受
け
る
方

①

障
害
者
本
人
運
転
の
場
合

叫難榊贈鞘勢鮪駒
強¶を受けている全て

②
介
護
者
運
転
の
場
合
　
く

重
度
の
身
体
障
害
者
又
は
重
度
の
知
的
障
害
者

の
方

※
既
に

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
お
持
歩
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

《
助
成
の
手
順
》

Ｑ
ま
ず
、
各
福
祉
事
務
所
等
で

「Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購

入
助
成
申
込
書
」
「申
込
書
送
付
用
封
筒
」
を
受
け

取

っ
て
く
だ
さ
い
。
（Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
対
象
者
証
明

書
の
交
付
時
）

※
１

②
次
に
、
「申
込
書
」
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
対
象
者
証
明
書

の
記
載
事
項
か
ら
、
該
当
す
る
事
項
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
ご
記
入
後
、
「申
込
書
送
付
用
封
筒
」
に

罰
円
切
手
を
貼
付
の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
み
後

２
ヶ
月
程
度
で
、
日
本
郵
政
公
社
東

鰺
讐
纂
醸
鬱
察
機

鱒
鬱
鶴
攀

鬱
籐
鰺
攀
攀
饒
鶴
等
機
鬱
攀
機
蘊

鰺

盈

露

基

京
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

「郵
便
振
替
払
出
証

書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
助
成
金
１
０
，
０
０
０
円
を
受
け
取

っ
て
く
だ

さ
い
。　
※
２

↑
」
の

「郵
便
振
替
払
出
証
書
」
の

郵
送
を
も

っ
て
、
申
込
み
の
結
果
の
通
知
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

※
１Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
及
び
車
載
器
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

※
２助
成
金
の
支
払
い
に
あ
た
り
、
申
込
み
内
容
の
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
み
内
容
に
不
備
等
が

あ
る
場
合
は
、
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

《
注
意
事
項
》

先
着
合
計
１５
万
人
に
達
し
た
時
点
で
、
終
了
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
（１５
万
人
到
達
の
際
に
は
、
当
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

先
着
順
又
は
お
申
込
み
内
容
の
確
認
の
結
果
に
よ

り
助
成
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

《
問
い
合
わ
せ
》

財
団
法
人

道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
助
成
係

阻
０
３

・
５
４
５
８

・
５
５
６
９

簸
饒
録
録
鬱
攀
鍮
鰺
機
鏃
線
傘
珍
鬱
●
鬱
鬱
鰺
錢

籐
鰺
蜂
攀
鰺
鱒
議
鬱
攀
学
攀

機 嬢
惨
攀
鰺
鬱
機
鬱
鬱
機
轟

警
鶏
籐
鶴
攀
攀
餞
鱒
轟

鱒鱒
鬱機

饒機機簾嬢機

(9)



拳

綾鞭給鍋鯵諮¢斡∞け域∞罐甲錢
鱒罐鬱筵鶴鰺撃罐嬢錢鰺議鬱鱒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
　
　
　
　
　
　
　
ｗ

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
の
積
み
重
ね
で

澄
ん
だ
空
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ
プ
以
外
に
も
、
´

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ⅲ

停
車
中
の
空
ぶ
か
し
は
全
く
無
意
味
。
い
た
ず

ら
に
排
出
ガ
ス
を
■
き
散
ら
す
だ
け
で
す
。

)

普
段
使
わ
な
い
ゴ
ル
フ
パ

ッ
ク
な
ど
を
ト
ラ

ン
ク
に
入
れ
た
ま
ま
走
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
重
く
な
る
と
排
出
ガ
ス
も
増
た
ま
す
。

道
に
迷
い
な
が
ら
運
転
す
る
と
、
不
要
な
排
出

ガ
ス
を
出
し
ま
す
。

経
済
的
に
も
お
得
で
す
。

自
動
車
の
整
備
不
良
は
排
出
ガ
ス
を
余
計
に

出
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

交
通
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
る
と
、
排
出
ガ
ス
も

増
え
ま
す
。

急
発
進

・
急
加
速

な
り
ま
す
。
　
　
，

ス
が
、
よ
り
多
く

ド
ラ
で
プ
マ
汐
１

‐            
「
             ,

ノ

県内の自動車乗車中の死者は57木。そのうちシートベルトの着用
率ヽはわずか 38.6%でした。 (平成 15年 10月 末現在)
着用していれば多くの方の命が助かったと思われます。

◎新潟県の着用率は全国ワースト2位
運転席の着用率は 80.8%。 全国平均 89,4%と比べてかなり低い !

(平成 15年 10月 県内工般道における調査)

◎事故発生時にシートベルトが身を守る !

ι

を

）か

し
を

し
な

い

約 8分に 1件交通事故発生 !
(人身 。物損事故を含む)

事故は他人事ではありません。
シートベルトの着用をお願いします。

シートベルトを着用していないドライバーの致死率は、着用時の約 18倍 I

広報ゆざわ H15,12.14 (10)



役場
(急用は1巳 784-3451)

12月 27日 (土 )
を

1月 4日 (日 )

公民館
12月 29日 (月 )
ぞ

1月 4日 (日 )

保健医療センター

(12月 29日は救急当番)

12

1

月29日 (月 )
ぞ

月4日 (日 )

カルチャーセンター
12月 28日 (日 )
を

1月 4日 (日 )

歴史民俗資料館
「雪国館」

12月 29日 (月 )
を

1月 3日 (土)

総合福祉センター
12月 31日 (水 )

?

1月 4日 (日 )

珍年末年始の休業・休館鬱

町
甘
共
同
浴
場
は
、
１２
月
２３
日

（火
）
及
び
年
末
年
始

（１２
月
３０
日

（火
）
～
―
月
十
日

（木
し

は
、
休
ま

ず
営
業
し
ま
す
。

な
お
、
振
替
休
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
振
替
休
日
】

ｏ
山
の
湯

‐２
月
２４
日

（水
）

―
月
７
日

（水
）

・
駒
子
の
湯

―
月
９
日

（金
▼
　
ヽ

・
岩

の
湯

―
月
６
日

（火
）

。
街
道
の
湯

‐２
月
２４
日

（水
）

―
月
７
日

（水
）

・
宿
場

の
湯

―
月
７
日

（金
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

ＴＥＬ

７

８

４

●

１

５

１

１

簡
易
裁
判
所
に
は
、
通
常
訴
訟

や
小
額
訴
訟
の
ほ
か
に
も
、
調
停

や
支
払
督
促
な
ど
利
用
者

の
ニ
ー

ズ
に
一合
わ
せ
た
様

々
な
民
事
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
手
続
き
を

利
用
し
や
す

い
よ
う
に
、
簡
易
裁

判
所
で
は
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
や
定

型
用
紙
を
用
意
し
、
裁
判
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

３
麻
０
ミ
き
≡
Ь
ｇ
爵

∽
∴
９
〓
も

に
手
続
案
内
を
掲
載

す
る
な
ど
、
豊
富
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
分
年

か
ら

一
定

の
資
格
を
持

つ
司
法
書

士
を
訴
訟
代
理
夫
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
ほ
か
、
平

成

１６
年
４
月
か
ら
は
、
通
常
訴
訟

で
請
求
で
き
る
金
額
の
上
限
が
側

万
円
か
ら
１
４
０
万
円
に
、
小
額

訴
訟
で
は
３０
万
円
か
ら
６０
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
、
簡
易

裁
判
所

の
民
事
手
続
き
が
よ
り
刹

用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

２

２

●
４

１

３

１

新
潟
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

砒
０
２
５
●
２
６
６
●
３
１
７
１

■湯沢町の交通事尊発生状況■

11月 末現在、前年に比べ事故件数

及び負傷者数がともに減少していま

す。

飲酒運転は犯罪です。

その危険性と責任の重大性を十分

認識し、家庭や職場、地域から飲酒運

転を追放しましょう。

今年 前年 増減

発生件数 57イ牛 79イ牛 -22件

死 亡 者 2人 3人 -1人

員傷者数 84人 113人 -29人

(1月～ 11月 末現在 )

‐２
月
閉
日

一
年
末
年
始
は

・

体
ま
ず
営
業
し
ま
す

～
町
営
共
同
浴
場
～

よ
り
利
用
し
や
す
い

簡
易
裁
判
所
ヘ

の

次の日程で巡回診療をおこないます。

【期間】 平成 16年 3月 25日 までの毎週木曜日

(ただし平成 16年 1月 1日 は休診)

【時間】 午後 2時 30分～午後 3時 30分

【場所】 湯沢町公民館浅貝分館

【問い合わせ】 保健医療センター 租 780-6543
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一７

グ
ル
ー
プ
や
企
業

・
団
体
な
ど

地
域
の
方

々
を
対
象
に
、
「ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

・
サ
ポ
ー
ト

・
プ

ロ
グ
ラ

ム
」
に
よ
る
冬
期
間

の
歩
道
除
ヨ

作
業
を
行

っ
て
い
た
だ
く
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

ご
協
力

い
た
だ
け
る
方

に
は
、

小
型
除
雪
機
械
及
び
そ
の
他
除
雪

用
具
を
貸
与
し
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省

湯
沢
維
持
出
張
所
管
理
係

砒
７
８
４

●
―
１
７
７

・
選
考
日
時

２
月
１８
日

（水
）
午
後
―
時
～

【
選
考
方
法
】

・
学
科
試
験

（国
語
、
数
学
）

；

・
面
接
試
験

【聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
イ
ル

砒
０
２
５
７
？
●
４
●
２
４
１
０

も
り
の
と
ら
え
方
と
対
応
に
つ
い

て
」【聞

い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
ダ
ー

砒
７
８
４

●
３
１
４
９

【
募
集
訓
練
科

・
訓
練
期
間
】

・
左
官
科
　
　
　
２
年
間

・
建
築
科
　
　
　
２
年
間

。
電
気
施
設
科
　
十
年
間

【
痣
募
資
格
μ

・
左
官
科
、
建
築
科

中
学
校
又
は
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
者

（平
成

１６
年
３
月
卒

業
予
定
者
を
含
む
）
　

　

　

　

′

・
電
気
施
設
科

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者

（平
成
１６
年
３
月
卒
業
予
定
者
を
含

む
）【願
書
受
付
期
間

。
選
考
日
時
】

○
第
十
回
目

。
願
書
受
付
期
間

‐２
月
１７
日

（水
）
ま
で

。
選
考
日
時

‐２
月
１７
日

（水
）
午
後
―
時
～

○
第

２
回
目

・
願
言
受
付
期
間

‐２
月

２２
日

（月
）
～

―
月

２十
日

（本
）
。
選
考

日
時

―
月
２十
日

（水
）
午
後
―
時
～

○
第
３
ロ
ロ

・
願
書
受
付
期
間

―
月

２６
日

（月
）
～

２
月

１８
日

（水
）

Ｔ・・れ………の製棘時ネ刺講魏紅か
一

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
ひ
き
こ

，

も
サ
の
問
題
を
家
族
関
係
か
ら
見

´
つ
め
、
ど
う
対
応
し
た
ら
文

い
の

か
、
自
分
た

ち
が
し
な
く
て
は
な

ら
な

い
こ
と
、
地
域
で
取
り
組
む

べ
き
こ
と
な
ど

一
結
，に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
大
酒
案

と
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
違

い
や
ひ
き
こ

も
り
に
対
す
る
考
え
方
や
支
援
方

法
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】

‐２
月
１７
日

（水
）

午
後
２
時
～
３
時

【
会
場
】

湯
沢

ニ
ュ
ー
オ
ー
ダ
ニ
ホ
テ
ル

【講
師
】

中
垣
内
　
正
和

氏

（県
立
精
神
医
療
セ
ン
ダ
ー
精
神

科
医
師
）

【
テ
ー
マ
】

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
ひ
き
こ

ご
結
婚
Ａ
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
す

１１
月
１７
日

　

大
塚

　

裕
司

さ
ん

（山
野
内
）

綾
　
さ
ん

Ｈ
月
２２
日

　

田
村

　

恵

一　
さ
ん

（徳
泉
）

恭
子

さ
ん

■
月
３０
日

　

渡
遇

　

哲
也

さ
ん

（石
川
）
　

愛
　
さ
ん

占
誕
生
Ａ
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

し

よ

つヽ
ご

原
澤
　
　
昇
吾

さ
ん
　
　
（中
里
、
正
樹

・
陽
子
さ
ん
）

Ｈ
月
１２
日

　

大
平
　
　
勇
　
さ
ん

　

（小
坂
、
８５
歳
）

■
月
２４
日

　

腰
越

　

包
雄

さ
ん

　

（小
坂
、
９０
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

11

月
12
日

（石
白
）

（石
白
）

（滝
沢
）

（六
日
町
）

（古
野
二
）

（原
新
田
）

固 定 資 産 税

下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 金

納期限は、12月 25日⑥です。

□座振替納付の方は、12月 24日⑪に引き落とし

させていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。
°

ぜひご利用ください。    F

期

期

第

第

テ
ク

ス

ク

持
―

，

t

申

し

ま

鰺鰺働の電醒
11月届出分 12月 1日現在  何年上しl

出生

死亡

転入

転出

5

4

26

30

男   4,365

女   4,544

計   8,909

世帯  3,159

(-36)

(-57)

(-93)

(-22)
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